
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第

二

四

九

号

内
閣
衆
質
一
八
六
第
二
四
九
号

平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
療
費
の
ム
ダ
削
減
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
療
費
の
ム
ダ
削
減
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

診
療
報
酬
明
細
書
の
審
査
は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
又
は
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
（
以
下
「
国
保
連
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
が
、
平
成
十

四
年
十
二
月
ま
で
、
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
は
保
険
者
自
ら
が
実
施
す
る
の
で
は
な
く
基
金
又
は
国
保
連
に
委
託
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
診
療
報
酬
明
細
書
の
総
審
査
件
数
に
占
め
る
基
金
及
び

国
保
連
の
審
査
件
数
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
約
五
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

現
在
は
、
従
来
の
よ
う
な
指
導
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
保
険
者
が
自
ら
の
判
断
に
よ
り
、
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
基
づ
き

診
療
報
酬
の
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
基
金
又
は
国
保
連
に
委
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
金
又
は
国
保
連
が
当
該

事
務
を
行
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
医
療
費
の
審
査
の
在
り
方
と
し
て
問
題
」
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
国
家
公
務
員
や
地
方
公
務
員
経
験
者
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
時
点
に
お
け
る
①
常
勤
役
員
の
う
ち
そ
の
前
職
が
国
家
公
務
員
又
は
地
方
公
務
員
で
あ
っ

一



た
者
の
人
数
、
②
①
に
該
当
す
る
者
の
氏
名
（
前
職
の
所
属
）
、
③
常
勤
職
員
の
う
ち
そ
の
前
職
が
国
家
公
務
員
又
は
地
方

公
務
員
で
あ
っ
た
者
の
人
数
及
び
④
常
勤
役
職
員
の
う
ち
国
又
は
地
方
自
治
体
か
ら
の
出
向
者
の
人
数
に
つ
い
て
、
基
金
、

国
保
連
及
び
国
民
健
康
保
険
中
央
会
（
以
下
「
国
保
中
央
会
」
と
い
う
。
）
か
ら
報
告
を
受
け
た
範
囲
で
お
示
し
す
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
③
に
該
当
す
る
者
の
氏
名
（
前
職
の
所
属
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
当
該
個
人
の
権
利

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
国
保
連
に
つ
い
て
、
③
に
該
当
す
る
者
の
人
数
及
び
④

に
該
当
す
る
者
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

基
金

①
一
名

②
足
利
聖
治
（
厚
生
労
働
省
）

③
一
名

④
十
一
名

国
保
連

①
四
十
五
名

②
高
橋
修
（
北
海
道
庁
）
、
菅
原
和
彦
（
岩
手
県
庁
）
、
保
理
昭
泰
（
宮
城
県
庁
）
、
鈴
木
哲

弥
（
秋
田
県
庁
）
、
二
瓶
辰
右
エ
門
（
福
島
県
庁
）
、
野
口
眞
一
（
茨
城
県
庁
）
、
高
津
戸
忠
一
（
栃
木
県
庁
）
、
遠
山
荘

一
（
群
馬
県
庁
）
、
荒
井
幸
弘
（
埼
玉
県
庁
）
、
戸
谷
久
子
（
千
葉
県
庁
）
、
加
島
保
路
（
東
京
都
庁
）
、
長
谷
川
均
（
東

京
都
庁
）
、
安
室
和
行
（
神
奈
川
県
庁
）
、
照
田
伸
宏
（
新
潟
県
庁
）
、
大
野
英
茂
（
富
山
県
庁
）
、
大
垣
昌
保
（
石
川
県

庁
）
、
半
澤
政
章
（
福
井
県
庁
）
、
笹
本
英
一
（
山
梨
県
庁
）
、
荒
井
高
樹
（
長
野
県
庁
）
、
河
合
正
明
（
岐
阜
県
庁
）
、

石
田
博
（
静
岡
県
庁
）
、
倉
田
宗
知
（
愛
知
県
庁
）
、
岩
本
光
敏
（
三
重
県
庁
）
、
上
原
正
男
（
滋
賀
県
庁
）
、
廣
田
吉
昭

二



（
京
都
市
役
所
）
、
中
嶋
紀
子
（
大
阪
市
役
所
）
、
青
木
俊
彦
（
兵
庫
県
庁
）
、
森
村
佳
弘
（
奈
良
県
庁
）
、
中
島
弘
（
鳥

取
県
庁
）
、
福
田
信
夫
（
島
根
県
庁
）
、
須
田
紀
一
（
玉
野
市
役
所
）
、
竹
内
譲
二
（
岡
山
県
庁
）
、
宇
都
宮
健
（
広
島
県

庁
）
、
作
間
正
一
（
山
口
県
庁
）
、
工
藤
俊
郎
（
徳
島
市
役
所
）
、
出
口
隆
一
（
香
川
県
庁
）
、
篠
崎
泰
男
（
愛
媛
県
庁
）
、

山
下
芳
郎
（
福
岡
県
庁
）
、
福
井
道
雄
（
佐
賀
県
庁
）
、
永
川
重
幸
（
長
崎
県
庁
）
、
林
田
直
志
（
熊
本
県
庁
）
、
堤
隆

（
大
分
県
庁
）
、
江
上
仁
訓
（
宮
崎
県
庁
）
、
湊
修
一
（
鹿
児
島
県
庁
）
、
高
江
洲
義
人
（
那
覇
市
役
所
）

国
保
中
央
会

①
一
名

②
柴
田
雅
人
（
内
閣
府
）

③
二
名

④
零
名

ま
た
、
基
金
、
国
保
連
及
び
国
保
中
央
会
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
公
募
に
よ
り
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
承

知
し
て
お
り
、
退
職
し
た
公
務
員
が
、
法
令
等
に
違
反
す
る
こ
と
な
く
、
再
就
職
先
の
地
位
や
職
務
内
容
等
に
照
ら
し
適
材

適
所
の
再
就
職
を
す
る
こ
と
は
、
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
特
段
の
弊
害
が
あ
る
と
は
認
識
し

て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
総
経
費
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
四
事
業
年
度
決
算
に
お
い
て
、

基
金
の
一
般
会
計
事
務
費
勘
定
の
支
出
額
は
約
八
百
四
十
七
億
円
、
診
療
報
酬
明
細
書
、
調
剤
報
酬
明
細
書
及
び
訪
問
看
護

三



療
養
費
明
細
書
（
以
下
「
診
療
報
酬
明
細
書
等
」
と
い
う
。
）
の
審
査
及
び
支
払
に
係
る
手
数
料
は
総
額
約
七
百
八
十
五
億

円
、
一
般
会
計
事
務
費
勘
定
の
支
出
額
を
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
審
査
件
数
で
除
し
た
額
は
約
九
〇
・
四
〇
円
で
あ
る
。

ま
た
、
国
保
連
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
業
務
の
ほ
か
、
保
険
者
に
共
通
す
る
事

務
の
共
同
処
理
に
関
す
る
業
務
等
も
行
っ
て
お
り
、
国
保
中
央
会
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
に
お
け
る
国
民
健
康

保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
審
査
支
払
業
務
勘
定
の
支
出
額
の
合
計
額
は
約
千
二
百
九
十
七
億
円
、
診
療
報
酬

明
細
書
等
の
審
査
及
び
支
払
に
係
る
手
数
料
は
総
額
約
七
百
二
十
三
億
円
、
審
査
支
払
業
務
勘
定
の
支
出
額
の
合
計
額
を
診

療
報
酬
明
細
書
等
の
審
査
件
数
で
除
し
た
額
は
約
百
三
十
一
・
四
四
円
で
あ
る
が
、
審
査
支
払
業
務
勘
定
の
支
出
額
の
合
計

額
に
は
、
保
険
者
に
共
通
す
る
事
務
の
共
同
処
理
に
関
す
る
業
務
に
係
る
支
出
額
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
該
除
し
た
額
は
、

診
療
報
酬
明
細
書
等
一
件
当
た
り
の
審
査
に
要
す
る
費
用
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
お
尋
ね
の
「
経
費
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
審
査
及

び
支
払
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬
明
細
書
等
の
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
業
務
の
効
率
化
の
取
組
に
よ
り
年

々
引
き
下
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
正
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

四



政
府
と
し
て
は
、
先
進
国
に
お
け
る
お
尋
ね
の
「
レ
セ
プ
ト
審
査
一
枚
当
た
り
経
費
」
及
び
「
医
療
費
改
善
額
」
に
つ
い

て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
い
く
ら
の
医
療
費
を
改
善
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
、
基
金
及
び
国
保
連
が
審
査
に
よ
り
査
定
し
た
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
百
九
十
三
億

円
及
び
約
三
百
九
億
円
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
審
査
支
払
機
関
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
は
、
審
査
支
払
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
審
査
の
質
の
向
上
、

効
率
化
の
推
進
並
び
に
統
合
及
び
競
争
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
検
討
す
る
た
め
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
厚
生
労
働
省
に
設

置
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
様
の
趣
旨
の
検
討
を
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

年
十
二
月
以
降
は
開
催
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
審
査
支
払
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
同
部
会
に
お

い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
基
金
及
び
国
保
連
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
点
検
を
拡
充
す
る
こ
と
や
、
審
査
の
判
断
基

五



準
の
統
一
化
に
よ
る
審
査
の
質
の
向
上
及
び
研
修
等
に
よ
る
職
員
の
審
査
事
務
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
（
以
下
「
保
険
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
個
別
指
導
（
「
保
険
医
療
機
関
等

及
び
保
険
医
等
の
指
導
及
び
監
査
に
つ
い
て
」
（
平
成
七
年
十
二
月
二
十
二
日
付
け
保
発
第
百
十
七
号
厚
生
省
保
険
局
長
通

知
）
の
別
添
�
「
指
導
大
綱
」
第
�
の
�
に
掲
げ
る
個
別
指
導
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度

に
お
い
て
、
全
国
で
八
千
四
十
七
の
保
険
医
療
機
関
等
を
選
定
し
、
そ
の
う
ち
四
千
三
百
二
件
の
個
別
指
導
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
選
定
し
た
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
個
別
指
導
を
実
施
し
た
割
合
は
約
五
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
こ

の
理
由
と
し
て
は
、
厚
生
労
働
省
地
方
厚
生
局
に
お
け
る
指
導
体
制
、
業
務
状
況
、
保
険
医
療
機
関
等
の
数
等
の
様
々
な
問

題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
各
地
方
厚
生
局
に
お
け
る
指
導
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
新
た

に
特
定
機
能
病
院
等
の
医
師
を
任
期
付
職
員
と
し
て
指
導
監
査
を
行
う
指
導
医
療
官
に
採
用
す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る
等
の

取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
、
選
定
し
た
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
個
別
指
導
を
実
施
し
た
割
合
が
五
割
以
下

六



の
都
道
府
県
は
、
北
海
道
（
約
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
宮
城
県
（
約
四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
千
葉
県
（
約
四
十
三
パ
ー

セ
ン
ト
）
、
東
京
都
（
約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
岐
阜
県
（
約
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
静
岡
県
（
約
四
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
）
、
愛
知
県
（
約
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
京
都
府
（
約
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
大
阪
府
（
約
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

兵
庫
県
（
約
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
岡
山
県
（
約
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
広
島
県
（
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
及
び
福
岡
県
（
約

四
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
、
監
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
都
道
府
県
は
、
山
形
県
、
茨
城
県
、
新
潟
県
、
島
根
県
、
広

島
県
、
山
口
県
、
高
知
県
、
佐
賀
県
、
長
崎
県
、
熊
本
県
及
び
大
分
県
で
あ
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
個
別
指
導
の
結
果
、

「
保
険
医
療
機
関
等
及
び
保
険
医
等
の
指
導
及
び
監
査
に
つ
い
て
」
の
別
添
�
「
監
査
要
綱
」
で
定
め
る
監
査
対
象
と
な
る

保
険
医
療
機
関
等
の
選
定
基
準
で
あ
る
診
療
内
容
又
は
診
療
報
酬
の
請
求
に
関
し
て
不
正
又
は
著
し
い
不
当
が
あ
る
こ
と
を

疑
う
に
足
り
る
理
由
等
に
該
当
す
る
保
険
医
療
機
関
等
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
こ
れ
ら

の
県
の
中
に
は
、
七
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
個
別
指
導
の
実
施
割
合
が
低
い
状
況
も
あ
り
、
指
導
に
係
る

取
組
の
推
進
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

七



七
の
�
に
つ
い
て

保
険
医
療
機
関
等
に
対
す
る
個
別
指
導
の
際
の
立
会
い
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
七
十
三
条

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
立
会
い
を
行
う
者
は
、
指
導
を
円
滑
に
進
め
る
観
点
か
ら
、
指
導
の
透
明
性
や
適

正
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
診
療
等
の
専
門
的
知
識
を
持
つ
立
場
か
ら
立
ち
会
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の

「
医
療
機
関
側
の
言
い
分
が
過
度
に
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
弊
害
」
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

七
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
指
導
が
必
要
な
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
、
確
実
に
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
七
の
�
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
厚
生
労
働
省
地
方
厚
生
局
の
指
導
体
制
の
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

八


